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目標実現シート
　※例を見ながら記入しましょう。
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実現のメリット（いいこと）

	

	

	


	目的　

	[image: image2.png]


　　目的：その先にあるもの　その目標は　　　　　何のためか？　

	目標　


　　　　　目標：具体的な形で記入する。
	ハードル（障害物）　と　対策
	
	行動計画（すぐやること、続けてやること）

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	




	自信のリソース（資源）　〈できた体験〉
	
	実現を助けるリソース 〈人、もの･環境･場〉

	
	
	

	
	
	

	
	
	


	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	



目標実現シート

	実現のメリット（いいこと）

	○いつか海外旅行したり、留学したりする夢に近づける。

	○街で外国人に話しかけられて、話せたらかっこいい。

	○英語が好きになり、成績も上がるかも。


	目的　英語を話せるようになりたい

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	目標　年度内に、英検3級を取得する



	ハードル（障害物）　と　対策
	
	行動計画（すぐやること、続けてやること）

	○勉強が続かないかも　
	
	○英語の先生に相談して試験日を聞く

	→遅れても、また計画を立て直してがんばる
	
	○姉に勉強のしかたを相談する

	→勉強の進み具合を、先生にチェックしてもらう
	
	○図書館で英検の本を探す

	○難しくて合格できないかも
	
	○試験までの計画表を作る

	　→やってみなければわからない
	
	○勉強する曜日を決めて学習する

	　→勉強して過去問を解けば、得点がわかる
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	

	
	
	




	自信のリソース（資源）　〈できた体験〉
	
	実現を助けるリソース 〈人、もの･環境･場〉

	○中学時代英会話教室に通っていた。
	
	○学校の図書館に英検の本があるかも

	○英単語を100個覚えた。
	
	○電車通学で英会話の録音など聞ける

	〇期末考査で目標の８５点を取った。
	
	○英語の授業でＡＬＴの先生と話せる

	○定時制通信制の大会に出場した。
	
	○英語の先生に試験の内容を聞ける

	〇昨年度作品が校内に展示された。
	
	○姉が英検2級取得。相談できる。

	〇昨年検定試験３級に合格した。
	
	〇英語が好き。英語表現Ⅱを履修中。


目標実現シート

	実現のメリット（いいこと）

	○毎日が楽しく、充実する。

	○高校を卒業でき、将来の夢が開ける。

	○親や家族を安心させられる。


	目的　充実した高校生活を送って卒業する

	　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	目標　評定平均を上げる



	ハードル（障害物）　と　対策
	
	行動計画（すぐやること、続けてやること）

	①途中で疲れてくるかもしれない　
	
	○毎朝７時に起きる習慣を続ける。

	②風邪をひくかもしれない　
	
	○学校の用意をして12時には寝る。

	③学校で嫌なことがあるかも
	
	○朝ごはんはきちんと食べる。

	〈対策〉
	
	○学校では友達とのつきあいを大切

	1 疲れがたまらないよう、休日は
	
	にして、楽しく過ごす。

	好きなことをしてリフレッシュ。
	
	○国語の漢字、英語の単語、数学の

	②風邪をひいたら休んで、治ってから
	
	　計算を家で勉強する。

	またがんばればいい。
	
	○楽しいことを考えるようにする。

	③嫌なことは先生に相談し、
	
	

	考えすぎないようにする。
	
	




	自信のリソース（資源）　〈できた体験〉
	
	実現を助けるリソース 〈人、もの･環境･場〉

	○目標の単位が修得できた。
	
	○友達（学校で話すと楽しい）

	〇考査前に毎日自主学習をした。
	
	○先生（やさしい）　

	○桐ヶ丘を受けて合格できた。
	
	○恵まれたしくみ

	○毎朝決めた時間にだいたい起きら
	
	（少人数、定時制、単位制、カウンセリング）

	れるようになった
	
	○基礎からやってくれる授業

	○小学校時代の習い事は休まず通った
	
	○電車、バス一本の通学

	
	
	（学校まで時間は長いが、読書などできる）








目標を実現したい自分





作業例１





Ａさん











目標を実現したい自分





作業例２





Ｂさん











目標を実現したい自分








